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研究成果の概要（和文）：非アルコール性脂肪肝炎は、我が国において生活の欧米化とともに患者数は増加して
いる。肝硬変、肝がんの発症への進展がみられるが、その成因は明らかとなっておらず治療法も確立していな
い。本研究では、20塩基程度の蛋白に翻訳されない非コードRNAであるマイクロRNAの非アルコール性脂肪肝炎に
果たす役割について研究を行った。その結果、マイクロRNAは非アルコール性脂肪肝炎の発症に重要な働きがあ
ることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The number of patients with non-alcoholic steatohepatitis is glowing with 
the westernization of life in our country. Although progression from non-alcoholic steatohepatitis 
to the development of liver cirrhosis and liver cancer is a concerning issue, the cause has not been
 clarified and the treatment has not been established. In this study, we investigated the role of 
microRNAs, a small non-coding RNA that is not translated into proteins of about, in the formation of
 non-alcoholic steatohepatitis. It became clear that microRNAs could have important roles in the 
development of non-alcoholic steatohepatitis.

研究分野：心血管代謝性疾患

キーワード： 非アルコール性脂肪肝炎　非コードRNA　マイクロRNA　コレステロール　脂肪酸

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
非アルコール性脂肪肝炎は脂肪肝の患者の1割程度に見られる、肝臓の炎症と線維化を主体とする肝炎である。
この病態が進行すると肝硬変、肝がんなどへつながることが示されているが、その成因が明らかでなく根本治療
法はない。近年、蛋白にならない遺伝子として非コードRNAに注目が集まっている。本研究から非コードRNAの一
つであるマイクロRNAがその成因に大きな役割を果たしていることが明らかとなった。マイクロRNAの発現や機能
を制御することが新たな治療法の開発につながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国では検診受診の 9-30％が非アルコール性脂肪肝疾患（NAFLD）であり、その 1割が肝硬変
や肝細胞がんなどに発展しうる非アルコール性脂肪肝炎（NASH）と言われている。NASH は肝疾
患以外にも糖脂質代謝異常、動脈硬化、癌などとの関連が強く示唆されている。NAFLD の一部が
慢性炎症と線維化を特徴とする NASH に移行するがその詳細な機序解明は途上であり、有効な治
療法は現状ない。 
次世代シークエンサーの解析等からヒトゲノムの蛋白をコードする遺伝子領域はわずか 2%程度
であり、残りの領域から多くの non-coding RNA (ncRNA)が転写されていることが明らかとなっ
た。申請者らは 20塩基長程度の短鎖 ncRNA である miRNA と心血管代謝性疾患について検討を重
ねてきた。コレステロール代謝を制御する転写因子 sterol regulatory element binding 
protein(SREBP) 2 のイントロンに存在する miR-33a がコレステロール輸送体 ATP-binding 
cassette transporter A1（ABCA1）の発現抑制を介し、細胞外へのコレステロール輸送を抑制し
ていることを見出した。（Proc Natl Acad Sci U S A.2010）。miR-33a 欠損マウスは ABCA1 の発
現亢進による HDL-C 増加を介し動脈硬化抵抗性（J Am Heart Assoc.2012）大動脈瘤形成抑制
（Arterioscler Thromb Vasc Biol.2017）を示し、脂質合成がコレステロールから脂肪酸へ傾い
ていた（Nat Commun.2013）。ヒトでは脂肪酸代謝を制御する SREBP1 のイントロンに miR-33a と
相同性の高い miR-33b が存在する(マウスは存在しない)。ヒト miR-33b 配列を SREBP1 のイント
ロンに導入したヒト化マウスは ABCA1 減少を介して HDL-C 減少・動脈硬化形成促進を示した（Sci 
Rep.2014、Arterioscler Thromb Vasc Biol.2018、J Am Heart Assoc.2019）。従って、miR-33a/b
はホスト遺伝子 SREBP2/1 と協調的に細胞内脂質の恒常性維持に寄与している。 
 
２．研究の目的 
脂質代謝を制御する転写因子 SREBP2、SREBP1 のイントロンにマイクロ RNA（miRNA; miR）-33a、
miR-33b がそれぞれ存在する。申請者らは miR-33a/b が細胞内脂質の恒常性維持に働いているこ
とを見出した。一方、慢性炎症と線維化を特徴とする非アルコール性脂肪肝炎（NASH）の詳細な
機序解明は未だ途上である。これまで NASH 形成過程では細胞内脂質の変化を示すことが知られ
ている。miR-33a/b の発現変化や機能変化が NASH 形成に寄与している可能性がある。本研究で
は、NASH 形成過程における miR-33a/b の役割を解明し、疾患治療応用への橋渡しを行う。 
 
３．研究の方法 
A. miR-33b ノックインマウスの表現型解析 
miR-33b ノックインマウスはヒトと同様に miR-33a/b 両方を有し、ホスト遺伝子は生理的発現を
示すヒト化マウスであり、このマウスを解析する。 
B. miR-33bflox/floxノックインマウスの表現型解析 
臓器・細胞特異的に miR-33b を欠損させる事の出来るmiR-33bflox/floxノックインマウスを作製し、
臓器特異的な役割を明らかにする。 
C. miR-33a 欠損マウス、肝細胞特異的・線維芽細胞特異的欠損マウスの解析 
病態の解明のため miR-33a 欠損マウス、miR-33a 細胞特異的欠損マウスの解析を行う。 
D. 核酸投与による miR-33a/b の発現制御実験 
miRNA は合成核酸により生体内で制御を行うことが可能であることが報告されている。miR-33 制
御の効果を生体で検討する。 
E. AAV9 ベクターを用いた miR-33a/b の発現実験 
AAV9 ベクターを用いて miR-33a/b を生体において過剰発現させる。 
F. ヒト NAFLD, NASH における miR-33a/b 発現レベルの解析 
ヒトへ応用するために NAFLD、NASH 患者のサンプルの提供を受けそれらの発現解析を行う。 
 
４．研究成果 
A. miR-33b ノックインマウスの表現型解析 
miR-33b ノックインマウスはヒトと同様に miR-33a/b 両方を有し、ホスト遺伝子は生理的発現を
示すヒト化マウスである。高脂肪食（45％）12 週間の負荷の後に肝臓においてメタボローム解
析を行なったところ、特徴的な脂質の変化が認められた。また、遺伝子の網羅的解析を行なった
ところ、ABCA1 をはじめとするコレステロールあるいは脂質代謝遺伝子の発現変化が認められた。
肝細胞・stellate 細胞・kupffer 細胞を肝臓より単離培養したところ、それぞれに表現型の変化
が認められた。引き続き、NASH 食（GAN）による負荷実験を行なっている。 
B. miR-33bflox/floxノックインマウスの表現型解析 
臓器・細胞特異的に miR-33b を欠損させる事の出来る miR-33bflox/floxノックインマウスの作成を
ES 細胞を用いた homologous recombination を利用し行い、作成に成功した。現在、京都大学医
学部動物実験施設において維持/繁殖している。Alb-Cre, Lysm-Cre, Periostin-Cre との交配を
行なっており、生体での役割を明らかにしつつある。 
C. miR-33a 欠損マウス、肝細胞特異的・線維芽細胞特異的欠損マウスの解析 
病態の解明のため miR-33a 欠損マウス、miR-33a 細胞特異的欠損マウスの解析を行った。miR-33a
欠損マウスおよび miR-33a flox/floxマウスは当研究室にて繁殖・維持されている。上述のマウス
と同様に miR-33a についても線維化機構について解析を行い、どの細胞が重要か同定を行って



いる。 
D. 架橋型核酸（LNA, BNA）投与による miR-33a/b の発現制御実験 
miRNA は合成核酸により生体内で制御を行うことが可能であることが報告されている。その中で
も人工核酸である架橋型核酸（LNA,BNA）は強力に RNA と結合しその機能を制御しうる。本研究
で miR-33a/b を制御しうる LNA、BNA の開発に成功した。細胞実験において候補配列の絞り混み
を行い、2週間に一回の皮下注射でマウス肝臓において有効に miRNA を制御する効果があること
も確認した。現在、生体での表現型の検討を行なっている。 
E.  AAV9 を用いた miR-33a/b の発現実験 
ペンシルバニア大学より AAV9 ベクター作成のプラスミドの供与を受け、AAV9 作成に着手した。
AAV9 作成のための実験環境を整え、生体に発現可能なウイルスベクターの作成に成功した。AAV9
ベクターを用いて miR-33a/b を生体において発現させ、表現型を確認している。 
F.  ヒト NAFLD, NASH における miR-33a/b 発現レベルの解析 
ヒトへ応用するために NAFLD、NASH 患者の肝生検サンプルや血清サンプルの提供を受けそれら
の発現解析を行う。本検討は、京大病院での倫理委員会で承認され、症例を増やしている。 
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